







The Reform of the University Public Examination in Hong Kong 




15 years after reunification with China, Hong Kong has moved on from a British-based school 
system to a 6-3-3-4 system, equivalent to an American or Mainland Chinese system. This change 
has led to a drastic upheaval in the upper secondary curriculum and the public examination system. 
This seems to be an assimilation move to China, but the new curriculum and the newly imple-
mented territory-wide examination are distinct to Hong Kong’s education system. The old public 
examinations were based on the UK system and involved 2 rounds of screening examinations, 
which had gradually become outdated for the needs of Hong Kong. Hong Kong needed human 
resources with good command in both Chinese and English, but the old system turned out many 
graduates of only 5 years of secondary education who had ill-formed skills in both languages. This 
paper focuses on the reform of the public examinations and examines what sort of global citizens 
Hong Kong is planning to nurture. Since there is limited space in Hong Kong’s own universities, 
public examinations must also function as a recognized common examination for overseas univer-
sities. The old public examinations had the merit of being recognized by universities in the UK 
and other English speaking countries. The reform meant abandoning such merit, but the new pub-
lic examination gained validation from UK universities as well as opening up entries to universi-
ties in China and Taiwan. In addition, as a measure for the past non-certified graduates, they are 
promised six years of free public education to earn a Hong Kong Diploma of Secondary Education, 
which opens up new avenues for the graduates. However, this new system puts ethnic minorities at 
a disadvantage. Furthermore, the marking and assessing process brought a new problem of com-
plexity. It takes three months for the examinations to be completed.  
 















香港の大学は、1980 年代半ばまで、香港大学と香港中文大学の 2 校しかなく、香港内での学士課
程進学率は 2～3％に留まっており、高等教育進学の機会拡大が課題となっていた(Education Com-
mission 1984, 1988, 1990)。1990 年代にかけて新設大学や既存の教育機関の格上げにより、公立大学
は 8 校にまで増えた。一方 2000 年代に入ってからは私立大学が開設され、2014 年現在、私立大学
は 9 校になった。しかし、地域内の進学率は 2000 年代に 20％に近づいたものの、その後の地域内
進学率は 20％の横ばい状態が続いている（王、2013）。 
大学が 2 校しかなかった 80 年代半ばまでは、地域内の大学進学は極めて狭き門であったため、進
学先を求めて海外留学することは香港人にとってさほど珍しいことではなかった。アメリカやカナ
ダ、オーストラリアへの進学では、香港での中等教育期間がこれらの留学先より一年間長い上に、
更に留学先での高等教育が英国の 3 年に対して 4 年ということもあり、留学先として宗主国だった
英国を選択する者が比較的多かった。 
2011/2012 年の統計では、香港地域内で学士課程以外も含めた高等教育機関に在籍する香港人は、
海外の大学が提供する香港キャンパスコース在籍者も含め 29 万 6,800 人である。また、25 歳未満の
海外の学校在学者数（概数）は 7 万 5,000 人で、うち 5 万 1,300 人が中等教育以後の教育段階に在学
































香港では 1984 年 4 月に、香港の継続的な発展を目指して、教育全般のモニタリング・調査研究・
政府への提言を行う組織として、教育コミッション（原語：Education Commission；教育統籌會）が、











産業界における人材配分とその教育段階について 1991 年と 96 年に経年調査をして、今後香港の各
種産業界で求められる人材の教育程度と職能技術を想定した提言を行っている。 
そして 21 世紀を迎えるにあたり、それまでの改革提言の集大成として、1999 年に改革の青写真 
（原語：Education Blueprint for the 21st Century）を、そして翌 2000 年に『香港教育改革建議（中国語

























 『教育改革建議』の基本理念は、「生徒・学生が主体（原語：“Students” are the focal point、學生主
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別行政区政府がまず実施したのが、強制力を以て中等教育機関の教育言語を規制する「母語教育政
策」だった。すなわち、1998 年 9 月より、これまで通り英語で授業を行うことを認可する英語校 
（English as Medium of Instruction School: EMI校）を、学校全体の約 4分の 1に当たる 114校に制限し、
残りの学校を強制的に母語、つまり広東語による教授校（Chinese as Medium of Instruction School: CMI
校）に変更させた（大和 2002）。この母語教育政策実施に伴い中国語による各教科の教科書を刊行






 前述のとおり、英国式の学制と試験は 2 段階にわたる選抜を行って一握りのエリートを養成する











Form 6 Senior Secondary 3
Form 5 Senior Secondary 2
Form 4 Senior Secondary 1
Form 3 Secondary 3
Form 2 Secondary 2































HKALE: Hong Kong Advanced Level Examination (香港A‐レベル試験)
HKCEE: Hong Kong Certificate of Education Examination （香港O‐レベル試験）
HKDSE: Hong Kong Diploma of Secondary Education (香港中等教育修了証書)
TSA: Territory-wide System Assessment （英語・数学・中国語の香港統一試験）
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改革する構想を練り、まず 2008 年から希望すればだれでも 6 年間の中等教育を受けられるように制
度を改革した。 
改革の経緯は図 1 に示したとおりである。そこでは、公立学校における 12 年間の無償教育を 2008
年より保障し、2009 年度の後期中等教育進学者から、3 年間の新しい教育課程（後述）での 3 年間








ての最低限の基礎学力を認定するために、英語、中国語、数学、リベラル・スタディーズ8) の 4 科
目は必須科目として全員の受験が求められる。それに加えて生徒の中等教育での履修内容及び進路















残る 3 つの必修科目のうち、2 科目は香港の公用語である英語と中国語（普通話）の 2 つの言語
である。英語、中国語はどちらかが主ではなく、全く同レベルの主要言語として設定され、聴解問
香港の大学入学資格統一試験改革：新試験(2012)が目指す人材育成 




学は、1 部と 2 部は必修部分であるが、中等教育で「展開部分」を履修した受験生は、この発展問
題に取り組むことができる。必修部分だけ受験の場合、正答率が高くても最高評定は「4」となる。
証書試験は、原則として 1 日 1 科目（1.5～2 時間×2 部）、英語と中国語の口頭試験も含めると、中





表 1．香港中郷等教育修了証書試験 試験科目一覧 











































＊の付いた科目は 2014 年まで。  ★の付いた科目は 2015 年から。 
カテゴリーA の選択科目「一般科学／統合科学」は、どちらか一科目の選択。 
出典：教育局 http://www.edb.gov.hk/tc/curriculum-development/ より筆者作成 
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 上述した必修の 4 科目は、原則中等教育修了者全員の受験が求められるが、選択科目は A、B、C、










ッジ大学試験局（Cambridge university examination syndicate）作成のASレベル試験を用いる。この試









中等教育修了証書試験が導入された 2012 年は、旧制度上の最後の中等学校 7 年生の香港 A レベ
ル受験と、新制度上の最初の中等学校 6 年生の証書試験が重なった年に当たる（図 1）。旧制度の統
一試験である香港 A レベル受験者数と新制度統一試験の証書試験の受験者数は、表 2 に示したとお







8,212 名（当該年齢人口の 21.9％）に過ぎないが、新制度では、証書試験全受験者のうち、2 万 6,431
名（当該年齢人口の 37.7％）（香港考試及評核局 31 Jan / 5 Feb 2013）が大学入学申請基準の成績を
得た。このことから学制と試験の改革で、中等教育修了者全体の底上げとレベルアップが図られて
いると当局は評価している。この新試験結果とその分析・評価に関しては、教育課程開発局12)、試
験局、及び教育局の三者が『新學制檢討進展報告：新高中學習旅程―穩歩邁進』“Progress Report on 
the New Academic Structure Review: The New Senior Secondary Learning Journey – Moving Forward to 
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善点（教育課程の微調整、更なる学校支援の必要性等々）も挙げられている。 
 
表 2．香港 Aレベル及び証書試験ダブル試験実施年（2012年）の受験者数 
受験者の種類 香港 A レベル（旧試験） 証書試験（新試験） 
学校からの受験登録者 31,666  71,745 
個人での受験登録者 9,906 1,329 
（全受験者中、再受験者） 10,315 0 
受験登録者総数 41,572 73,074 




大学入学者選抜は、英国のUCAS（Universities and Colleges Admissions Service：英国入試機構）を





学・学科を 6 つまで登録できるが、限られた枠が有効に使われるよう、通常１人の受験生に対し 1
つの大学・学科から入学オファーが届くようになっている。 
















出典：香港考試及評核局長 C.S.Tong 発表レポート（31 Jan 2013 / 5 Feb 2013） 
注：1）2012 年度は証書試験第 1 回目の実施であるため再受験者は 0。 
  2）香港 A レベルは中学 5 年終了時に受験する HKCEE（英国 O-level 試験相当。香港 O レベル）
の進学基準をクリアした者だけが 2 年間の 6th フォームと称する進学コースに進めた。HKCEE
（香港 O レベル）の進学基準合格者は約 5 割であるため香港 A レベル受験者数は証書試験受験







での校内成績評価（School Based Assessment、校本評核；以下 SBA）を最終成績の 15％～20％の割
合で加味している。SBA は試験の全科目で実施されるのではなく、2013 年度の例でみると、必修 4
科目の内、英語、中国語、リベラル・スタディーズの 3 科目とカテゴリーA に含まれる選択科目の
5 科目で実施された。生物、化学、物理、科学は学校での実験レポートが、SBA として証書試験の










































がこれまでより 1 年短い、つまり英国の教育課程より 1 年短いうえに実績がなかったために、認証




















秀でなくとも知名度の高い中国の大学への進学が叶う可能性がある。2012 年は、香港 A レベルと証
書試験の受験生でこの制度を利用した香港人入学申請者は 4,248 人で、1,489 人が合格を得、最終的
























く 2000 年に入ってからである（教育局 全日制「后动课程」）。東南アジアや南アジア出自の香港人
にとって、中国語も英語も母語ではない。統一試験として中等教育修了者全員に課される証書試験
の必須部分に、英語と中国語の 2 言語が含まれ、かつその比重は高く、高等教育進学基準が 2 つの
言語ともに評価「3」以上であることを考慮すると、証書試験は、民族的少数者にとって非常に不利
な試験であることがわかる。そのため、試験当局は「やさしい中国語コース」で中国語を学習して
きた生徒や継続的に中国語を学習していない場合には、英国の試験である GCSE（General Certificate 
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環で立ち上げられた。 







（受理日：平成 26 年 3 月 24 日） 
 
